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高次振動法によるＰＣ外ケーブルの張力測定

川田建設(株)  正会員 ○石橋亜希子

中日本高速道路(株)       金崎 孝行
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川田建設(株)  正会員  今井 平佳

１．はじめに  

 従来，定着済みＰＣ外ケーブルの張力測定は振動法により行っていたが，曲げ剛性値が既知であることが前

提であるため，事前に実物大試験等により曲げ剛性値を計測しておく必要があった．それに対し，事前にケー

ブルの曲げ剛性値を計測することなく，高次までの複数の固有振動数を用いることでＰＣ外ケーブルの張力測

定が可能な工法が開発された．本報告は，緊張定着後のＰＣ外ケーブルに高次振動法により測定された結果を

設計値と比較して報告する． 

２．高次振動法を用いた張力測定システムとは  

 高次振動法を用いた張力測定システムは，ＰＣ橋の外ケー

ブルやエクストラドーズド橋の斜材において，施工時もしく

は供用時のケーブル緊張力が確認できる手法である．複数の

高次振動数とモード次数の関係（図-1）より，ケーブル長と

ケーブル単位質量がわかれば，ケーブルの張力と曲げ剛性値

が同時に求めることができる．張力と曲げ剛性値が同時に算

定できるため，テストピースでの事前実験や実橋でのキャリ

ブレーション等での曲げ剛性の把握は不要である． 

測定方法は，ケーブルに加速度計を取り付け，ハンマーで

打撃を加えて加振し，振動波形を計測しパソコンで張力を算 

定する． 

３．測定ケーブルと緒元  

 測定ケーブルは，ＰＣ5 径間連続

箱桁橋の外ケーブルであるエポキ

シ被覆の 19S15.2 とする（表-1）．

張力を測定したケーブルは緊張完

了している 14本とし，図-2に示す．

測定箇所は支間中央付近の下側に

偏心している箇所で行った． 
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図-1 固有振動数測定結果 

図-2 対象ケーブルと測定区間 

表-1 ケーブルの仕様
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４．測定機材と測定状況  

 高次振動法による測定には表-2 に示す機材を使用する．測定

状況を写真-1に示す． 

５．測定結果  

 測定結果を表-3に示す． 

６．まとめ  

 高次振動法を用いた張力測定システムにより，緊張定着後のＰＣ外ケーブルを測定した結果，設計値との差

が概ね 5%以下となった。このことから，エポキシ被覆外ケーブルの張力測定に有効であるといえる．  
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表-2 測定機材 

表-3 測定結果 

写真-1 測定状況 
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